
地理Ｂ（自宅学習プリント 12） 航空機・造船 

 

１ 航空機産業…ハイテク産業＋アルミニュウム工業、晴天（大きな格納庫：工場） 

        →先端技術が集約された組み立て工業→国際分業  教科書 p.144を参照 

   アメリカのボーイング社とヨーロッパのエアバス社で民間航空機の生産を二分している。 

2018年の納入機数→ボーイング社 806機  エアバス社 800機 

     2019年の納入機数→ボーイング社 380機  エアバス社 863機 

      ※2019年は「BOEING737MAX」の 2度の墜落事故が影響 

(1)アメリカの航空機産業都市…地図帳 p.78を参照 

   太平洋岸の（ シアトル    ）、（ ロサンゼルス  ） 

     ボーイング社の主力組立工場は、シアトルではなくシアトル近郊のエヴァレットにあります。 

   ※航空・宇宙産業が発達…（ ヒューストン  ） 

                →ＮＡＳＡ（アメリカ航空宇宙局）の本部がある 

     地図帳 p.71，p.72で、ジョンソン宇宙センターとケネディ宇宙センターを確認しよう。 

       ジョンソン宇宙センター…ヒューストン→シリコンプレーン 

       ケネディ宇宙センター…オーランド→エレクトロニクスベルト 

(2)ヨーロッパの航空機産業…教科書 p.284，p.285を参照 

エアバス社…（ イギリス ）（ フランス ）（ ドイツ  ）（ スペイン ）の 4カ国が設立 

   最終組立地…（ トゥールーズ   ） 

 

２ 造船業 

地図帳 p.154を参考にして、下の表のＡ～Ｃの国名を答えよ。 

造船竣工量（100総トン以上の鋼船）          単位：千総トン 
 

1980 1990 2000 2010 2015 2016 2017 2018 

Ａ 中国 30  404  1,484  36,437  25,160  22,355  23,834  23,151  

Ｂ 日本 6,094  6,663  12,001  20,218  13,005  13,309  13,074  14,526  

Ｃ 韓国 522  3,441  12,218  31,698  23,272  25,035  22,427  14,320  

世界計 13,101  15,885  31,696  96,433  67,566  66,422  65,771  57,827  

3 カ国の比率 50.7%  66.2%  81.1%  91.6%  90.9%  91.4%  90.2%  89.9%  

 

  1956年…日本がイギリスを抜き造船竣工量 1位になる。  

  2000年…韓国が日本を抜き造船竣工量 1位になる。 

  2010年…中国が韓国を抜き造船竣工量 1位になる。 

  ※2016年は、韓国が造船竣工量 1位。 

   ⇒統計年次によって 1位～3位の順位が異なるので、出題されたときは注意すること。 

  中国、日本、韓国の 3カ国で世界の 90％を占めている。 

  

  韓国の造船工業都市…ウルサン、インチョン 地図帳 p.18で確認すること。 

  日本のおもな造船工業都市…瀬戸内、北部九州を中心に造船所群を形成 

→今治、尾道、呉、神戸、長崎、佐世保 

                ※今治造船が日本最大（世界 4位） 


